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年間約 7,000 万トンの CO2 排出を
抑制していることになる。この値
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注：設備利用率（％）＝年間発電電力量（kWh）÷〔定格出力（kW）×年間運転時間〕
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（参考） 年間電力消費量 世界：約 17600TWh　日本：約 1000TWh　※アジアは日本を含む
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ことを中間報告として 2009 年 6 月
に取りまとめた。また「再生可能エ
ネルギー全量買取に関するプロ
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2007 年の 17 年間で電力の使用量
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連合は 2009 年 2 月、農業用水を利
用した最大出力 340kW と 170kW
の水力発電所を完成させた。既設







































































2m の水路に直径 2.25m、幅 2m 金
属製下掛け水車を用いた実験では、
1 基あたり約 770W の発電が可能
であった 34）。使用した発電機は 1
基 60 万円以下であり、設備利用率

















































か ら も 喜 ば れ て い る。 出 力
100kW、使用水量 3m3／s、有効落























































































































では、流量 3.6m3／ s／m wide、落










落差 1.0 ｍ～ 10.3 ｍ、ランナー直





























































































































3-2-2　 ダム・発電所のリニュ  ー
アルによる発電利用の向上
　中国電力（株）の帝釈川発電所は、







落 差 を 有 効 活 用 し て、 既 設 の
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